
新型コロナウイルスワクチンに係る接種体制等の構築を求める意見書 

 

 新型コロナウイルス感染症については、世界各国で変異ウイルスが発見されるな

ど世界的規模で広がりを続け、今なお終息の時期が見通せない状況である。 

 我が国においても依然として厳しい局面にあり、現在の感染者数はピーク時から

減少しているものの鈍化の傾向がみられ、引き続き感染拡大防止と経済活動を両立

させることに注力する必要がある中、ワクチン接種に関して政府の基本方針が示さ

れ、すでに医療従事者への先行接種が始まったところである。今後は、基本方針の

接種順位に従いワクチン接種が進められることとなるが、感染症終息に向けて、ワ

クチン接種には大きな期待が寄せられている。 

 一方で、ワクチン接種の実施主体となる市と関係者の役割分担をはじめ、接種場

所や接種方法など、円滑な接種のための準備等に万全を期さなければならないが、

国からの情報に不確定な部分が多く、不安を抱えたまま準備を行っている状況であ

る。 

 また、唐津市は離島も抱えており、離島における接種体制の確保やワクチンの配

送及び管理についても苦慮しているところである。 

 国におかれては、迅速かつ適切な情報提供に努めていただき、安全性の確保と併

せて国民の不安解消に努めていただくとともに、財政面はもちろんのこと、ワクチ

ン接種体制や流通体制の構築に向けた実効性のある支援を行うよう特段の措置を強

く要望する。 

 以上、地方自治法９９条の規定により意見書を提出する。 
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